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プロローグ

参加のパラドクス

　リスクマネジメントの講演会などあると，きまって冒頭にご紹介するのが，
この“参加のパラドクス”の視点です。
　これはアメリカの政治学で言われていることで，政治に参加する必要のあ
る経済的弱者やマイノリティといった人たちほど政治に参加しない，反対に，
W
ワ ス プ

ASP（White Anglo-Saxon Protestant）と呼ばれるような恵まれた人たち
ほど政治参加に旺

おう

盛
せい

であるという現実を指した言葉です。学術的に正確に表
現すれば，政治参加のパラドクスです。
　参加のパラドクスを日ごろ私がお話させていただいているリスクマネジメ
ントの講演会・講習会に当てはめてみますと，事故やトラブルの少ない医師
や看護師さんなどコメディカルの方々ばかりが出席して，事故やトラブルを
起こしがちで「俺の話を聴けっ！」と申し上げたい医師やコメディカルほど
会場に顔を出さないということになります。これこそ演者として痛感すると
ころなのです。
　この論に従えば，本書をお買い上げいただいた読者の皆様もきっとあまり
お読みいただく必要のない方々かと思います。ですから積

つん

読
どく

だけでもいいん
です。それでも，読んでいただければ必ずやお役に立てると確信しています。
ただ，そんな読者諸賢ですから是非気楽にお読みくださいね。

　（この本では 1 頁に 1 つは驚きや発見があるよう努力しましたので，どこ
を拾い読みしていただいても有難いですが，できることなら講演をお聞きく
ださる時のように始めからお読みいただければ，却って楽に読めて医療機関
の顧問弁護士がどんなことを考えているか伝わりやすいかと存じます。）
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３ 理論武装のススメ

東大病院輸血梅毒事件─最善の注意義務

　昭和 23 年 2 月，血清検査証明書を持参した給血者に対し，医師は「身体
は丈夫か？」ときいただけで，直ちに採血し，その輸血を受けた患者が梅毒
に罹患してしまった事件です。
　控訴審である東京高裁が梅毒感染の危険の有無について患者に問診すべき
義務があると判示したのに対して，東大病院は医師に過度の義務を課するも
のだと反対して上告しました。これに対して，最高裁は次のとおり述べて，
上告を斥けました（昭和 36 年 2 月 16 日判決）。

　いやしくも人の生命及び健康を管理すべき業務（医業）に従事する者
は，その業務の性質に照らし，危険防止のために実験上必要とされる最
善の注意義務を要求されるのは已むを得ないところと言わざるを得ない。

　つまり医師には「最善の注意義務」が課されるというわけです。言い換え
ればベストを尽くせということでしょう。
　法理論上は，業務上の注意義務は確かに高度の注意義務ですが，最善の注
意義務というのはこれを超える要求のようです。
　そして，最高裁は明言はしていないのですが，その後の判例の動向を見る
と，医師に最善の注意義務を課したその当然の反射として，患者に「最高の
医療を受ける権利」を認めたと思われてならないのです。もっとも，私が調
べた限りでは最高裁が患者には最高の医療を受ける権利があると述べたこと
はありません。患者が最高の医療を受ける権利は，原告患者側からはときに
主張されるものですが，地裁判決でも正面から認めたものはないようです。

　なお，裁判所は血液検査などの客観的検査ももちろん評価しますが，問診
を重視しています。本件では，病院側が仮に梅毒の点について問診していた
としても給血者が正直に答えたとは思われないと反論しましたが，最高裁は
正直に答えた可能性があることを指摘して，問診義務を認めています。
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